第２学年　　道徳指導案
１　主題名　「社会生活の中の守るべき道　心がけ一つ」【４－（２）公徳心、社会連帯】
２　資料名　「ごみ箱の中の町」：出典「かけがえのないきみだから・２年（学研）」

３　主題設定の理由

（１）ねらいとする価値観
　　　人間関係の希薄化により、「思い合う、助け合う」意識も低下する傾向が強まる現代社会。自己中心的な振る舞いが、他の人々に迷惑をかけることにつながることも少なくない。社会を構成する一員であることを自覚するとともに、集団生活の中で他者への配慮があってこそ、安心して楽しく生活できる毎日を築くことができる。きまりやルールを守ることや、迷惑をかけないことは、だれもが気持ちのいい空間でその時間を過ごすことが当たり前の社会になるよう、各自が意識し、問い続けていかなければならない課題といえる。そこで、「社会生活の中で、約束やきまりを重んじ、積極的に協力してよりよい社会の実現に努めようとする私たちが守るべき道」が、「公徳」であり、その心の大切さに気づき、自己中心的な考えをコントロールしていく力を育むきっかけとしたい。
（２）生徒の実態
クラス、委員会、部活動、学校全体という様々な集団の構成の中に、「自分」がかけがえのない貴重な一人として存在しているという自覚に欠ける場面がある。例えば、教師からの質問に対し、思い付きで、その場しのぎのために発した言葉、クラスメートのことや先のことを考えない言動などである。その先、どんなトラブルが起きるのか、そのトラブルをどう解決していけばいいのかまで想定できない。その一方で、掃除やボランティア活動など真面目に取り組む姿、仲間のためにがんばる姿、やりたいことへの努力を惜しまない姿も輝いている。そこにはまた、恥ずかしさ、面倒臭さ、格好悪さといった思春期独特の感情が見え隠れしている。
今一度、「自分・他者・集団・社会」の構成の中で、自分も学級の一員であり、様々な社会を支える一人だという自覚をもたせ、社会連帯に必要な心掛けについて考えさせたい。
（３）資料とその活用について

「落ちたよ。」と声をかけたら「捨てたんだよ。」という答えが返ってきたという、衝撃の冒頭で始まる。主人公は学校の奉仕活動でごみ拾いをしている途中、自分が捨てたごみを拾い、（ばかみたいだな）と思う。あめやガムの包み紙をポイ捨てした経験がある生徒たちにとっては、共感しやすく、主人公と自分を重ねて考えていくことができる展開になっている。また、地域のおばさんも主人公に影響を与えるキーパーソンになっている。「自分の家の中でもゴミ捨てをするのかしら。町も家も同じ。自分の使う場所はきれいな方が気持ちいいと思うけど。」という一言に、主人公は何も言えなくなる。その場面においても、学校や家庭生活の中で思い出されることは多く、改めて考えていくことができるだろう。
学級や家庭における、自分の日頃の軽はずみで勝手な考え方や行動を反省し、地域の人との関わりを通して「公徳心」や「住みよい地域社会」について主人公とともに深く考えさせていきたい。
（４）本時と他教科・他領域との関連
①教科　（国語）「補助犬とともに」　　　　　（社会）「江戸幕府の成立と東アジア」
　　　  　　（英語）「Unit5 A Park or a Parking Area」「Let's Read3 Can Anyone Here Me?」
　　　　（音楽）「合唱練習」
②特別活動 「生徒会ボランティアⅠ・Ⅱ・Ⅲ」「部活ボランティア」
　　　　　　　 「学年ボランティア」
               「講演会：命の重みと人の優しさ(被災体験をもとに)」
       　　「校区美化活動」「職場体験学習」「学校祭」「野外教室」
③総合的な学習の時間「職業について学ぼう」「学校祭を成功させよう」「野外教室を成功させよう」

④道徳　「進んで社会のために尽くす心」資料：「愛されるデンさん」
            「働く姿勢　働くとは？」資料：「僕たちの出発」
            「よりよい社会の実現」資料：「傘の下」
        「社会生活の中の守るべき道　心がけ一つ」資料：「ごみ箱の中の町」（本時）
４　本時のねらい
よりよい社会にしていくために、公共の場での言動に配慮していくことの大切さを話し合わせることを通して、社会の一員としての自覚を深め、積極的に協力していこうとする実践意欲を培う。
５　指導過程
	段階
	学習活動・発問と予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	　価
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	１　「ごみ箱の中の生活」を想起させる。
・家の中がごみ箱みたいなら、とことん掃除をする。
・ごちゃごちゃとした環境は嫌いではない。でも、程度にもよる。
・だれが捨てたかにもよると思う。どんなごみかも気になる。
	・どういう状態が「ごみ箱の中の生活」になるのかを想起させ、ねらいとする価値への方向づけと資料への導入をする。
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	２　語りを聞き、話し合う。
1 
・道路に平気でごみを捨てていたのでドキッとした。
・自分の家の中なら捨てないという考えは自己中心的だと気が付いた。はっとさせられた。
・その通りだとは思う。でも、できないときだってある。
2 
ア：自分勝手だった行動を反省する気持ち。
イ：新しい自分に変わりたいという気持ち。
ウ：一人の女子生徒の発言に気付き、うれしい気持ち。
エ：地域のおばさんの言葉に納得し、すっきりした気持ち。
オ：再出発できそうな状況に感謝する気持ち。
②'

ア：自分のこれまでの言動の間違いに気付かされたと思うから。
イ：奉仕活動そのものと、参加した人たちの影響が大きいから。
ウ：「確かにその通りだ」と素直に感じられたから。
エ：年上の方の意見が、すんなり理解できたから。
オ：自分を変え、成長していける確信ができたから。
②”
・他の人の考えを素直に受け入れられたことが、自分を大きく変えることにつながるという意見に納得した。
・自分だけの考えや同年代の意見以上に、人生の先輩である方の影響は大きいと思う。
	・①では、「社会の一員である」ことを意識させると同時に、自己中心的な考えで行動していないかについて考えさせたい。
・②では、これまでの自分と新しい自分の変化に気付かせたい。
・無意識に公徳心を欠いた行動をとっていないか振り返らせる。
・②'で価値観を分類整理する中で、公共の場を大切にすること、これからの生活を改善していこうとすることの価値についての自覚を深めさせる。
・②”では、級友の発言で学んだことや考えたことを出し合い、自己の価値観の自覚を更に深めさせる。
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	３　話し合ってきたことをもとに自分のこれまでの生活を振り返る。
・何げなく捨てたごみを、帰りのＳＴで結局は自分が拾った。捨てなければよかったと思った。
・校区美化活動を行ってみて、自分たちの住んでいる町を自分たちできれいにすることに協力することができ、何だかすがすがしい思いを感じることができた。
	・３では、話合いで見つけたキーワードをもとに、自分の今までの生活を見つめ直す。すぐに事例が出ないときは、授業者が見つけた事例について語り、その後、それを例として考えさせる。

	終末
	４　教師とゲストティーチャーの話でまとめる。
 
	・自分勝手な行動を振り返り、社会の一員である自覚をもたせる。


６　評価

自分勝手な行動をとらず、社会の一員として意識した生活をしていこうという意識を高めることができたか。
「町も家も同じ。自分の使う場所はきれいな方がいいと思うけど。」というおばさんの話を聞いたとき、「ぼく」はどんな気持ちになったでしょうか？





「汗と一緒に、今までの自分も流してしまおう。」とは、どんな気持ちから出た決意ですか？





ア～オのうち自分の考えに一番近いのはどれですか？そう考えた理由も発表しましょう。





級友の意見を聞き、感じたことを発表しましょう。





「よりよい社会にしていこうと行動する気持ち」を実感したり、意味を考えたりした機会を見つけてみましょう。





教師とゲストティーチャーの説話を聞きましょう。








